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「
こ
ど
も
未
来
ア
カ
デ
ミ
ー
」

自
分
達
が
ま
ち
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
？

小
学
生
の
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
。
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子ども版タウンミーティング2023（こども未来アカデミー）開校
子どもたちが真剣にまちの未来を考えました！！

　

町
内
３
小
学
校
の
６
年
生
児
童
を
対

象
に
、
町
政
や
ま
ち
づ
く
り
へ
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
令
和
３
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
「
子
ど
も
版
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
を
今
年
度
も
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
松
島
町
の
よ
り
良
い
未
来

を
考
え
て
も
ら
え
る
よ
う
「
こ
ど
も
未

来
ア
カ
デ
ミ
ー
」
と
い
う
副
題
を
付
け

て
、「
つ
く
ろ
う
！
あ
た
ら
し
い
松
島
を

！
」
を
テ
ー
マ
に
、
町
の
職
員
が
実
施

す
る
「
未
来
塾
」
と
、
櫻
井
町
長
と
児

童
の
意
見
交
換
を
行
う
「
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
を
各
小
学
校
で
実
施
し
ま

し
た
。

 

町
の
職
員
と
一
緒
に

 

ま
ち
の
未
来
を
考
え
る
未
来
塾

　

町
の
職
員
が
小
学
校
に
伺
い
、
松
島

町
長
期
総
合
計
画
の
説
明
を
し
た
後
、

松
島
町
の
「
よ
い
と
こ
ろ
」「
よ
く
し
た

い
と
こ
ろ
」「
よ
く
す
る
に
は
」
を
考
え

て
も
ら
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

グ
ル
ー
プ
毎
に
ま
と
め
た
意
見
を
発
表

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

改
め
て
松
島
町
の
こ
と
を
考
え
て
悩

む
姿
も
あ
り
ま
し
た
が
、
グ
ル
ー
プ
で

話
し
合
い
な
が
ら
、
児
童
一
人
一
人
、

様
々
な
意
見
を
出
し
て
い
ま
し
た
。「
よ

い
と
こ
ろ
」
と
し
て
は
、
自
然
、
景
観
、

歴
史
、
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
に

関
す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。「
よ
く
し

た
い
と
こ
ろ
」
と
し
て
は
、
ゴ
ミ
等
の

環
境
、
外
灯
等
の
設
備
、
買
い
物
等
の

店
舗
等
立
地
に
関
す
る
こ
と
な
ど
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。「
よ
く
す
る
に
は
」

と
し
て
は
、「
よ
い
と
こ
ろ
」
は
も
っ
と

良
く
、「
よ
く
し
た
い
と
こ
ろ
」
は
ど
う

す
れ
ば
良
く
な
る
か
を
考
え
、
自
由
で

活
発
な
意
見
が
出
て
い
ま
し
た
。

　

改
め
て
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
の
未

来
を
考
え
る
良
い
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。

つ
く
ろ
う
！

　

あ
た
ら
し
い
松
島
を
！

松島第二小学校

松島第五小学校
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
踏
ま
え
て
開
催
し
た
子
ど
も

版
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
、
あ
た
ら
し
い
松
島
を
つ
く
る
上
で
大
事
に

し
た
い
こ
と
、
目
標
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
、
よ
り
良

い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
具
体
的
な
提
案
、
今
と
未

来
の
自
分
が
ど
の
よ
う
に
町
に
関
わ
っ
て
い
く
か
を

ま
と
め
た
発
表
を
し
て
も
ら
っ
た
後
に
、
櫻
井
町
長

と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

発
表
で
は
、
具
体
的
な
取
り
組
み
の
提
案
を
す
る

な
ど
町
を
よ
り
良
く
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ

る
よ
う
な
発
表
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
児
童
か
ら
櫻
井
町
長
に
向
け
て
、

町
の
事
業
の
取
組
内
容
に
関
す
る
こ
と
や
町
へ
の
提

案
、
町
長
が
考
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
質
問

な
ど
幅
広
い
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ア
カ
デ
ミ
ー
の
終
わ
り
に
は
、
児
童
一
人
一
人
に

修
了
証
書
を
渡
し
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
し
た
松
島
第
五
小
学
校
の
髙
橋
琴
さ
ん

か
ら
は
、「
松
島
ブ
ラ
ン
ド
や
瑞
巌
寺
杉
道
市
に
つ
い

て
調
べ
る
と
、
知
ら
な
か
っ
た
た
く
さ
ん
の
お
店
が

あ
っ
て
い
つ
か
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」
と

い
う
感
想
も
あ
り
、
改
め
て
松
島
の
こ
と
を
考
え
る

き
っ
か
け
と
な
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
よ
り
興
味
を
も
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
の
意
見
や
提
案
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
参
考
に
し
て
い
き
ま
す
。

「
僕
た
ち
の
未
来
へ
」

　

今
年
度
の
小
学
６
年
生
児
童
は
、
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
た
年
度
に
生
ま
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。
２
０

２
１
年
２
月
25
日
、
当
時
は
小
学
３
年
生
だ
っ
た
皆

さ
ん
に
、
震
災
伝
承
の
取
り
組
み
と
し
て
の
特
別
授

業
を
行
い
、「
僕
た
ち
の
未
来
へ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
授
業
の
様
子
を
動
画
に
ま
と

め
て
い
ま
す
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
動
画
の
公
開
も
し
て
い
ま

す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

松島第一小学校（１組）集合写真松島第一小学校（２組）集合写真

松島第五小学校集合写真松島第二小学校集合写真

町
長
と
考
え
る

未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

▲町HP「僕たちの
　未来へ」ページ
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ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題
で
掲
載
し
き
れ
な
い
イ
ベ
ン
ト
や

写
真
は
町
の
F
a
c
e
b
o
o
k
や
I
n
s
t
a
g
r
a
m
で
配
信
中
。

松島町
Facebook
公式アカウント

松島町
Instagram
公式アカウント

　

２
月
４
日
、
第
46
回
松
島
か
き
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
先
立
ち
、
瑞
巌
寺
本
堂
で
か
き

供
養
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
松
島
海
岸
グ
リ
ー
ン
広

場
で
は
牡
蠣
汁
や
蒸
し
牡
蠣
な
ど
の
、
牡

蠣
を
使
っ
た
様
々
な
料
理
を
楽
し
む
多
く

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
宮
島
（
広

島
県
廿
日
市
市
）
と
天
橋
立
（
京
都
府
宮

津
市
）
に
よ
る
日
本
三
景
合
同
Ｐ
Ｒ
も
行

わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
紹
介
や
記
念
品
の
配

布
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
県
内
外
か

ら
約
４
万
人
も
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

２
月
３
日
・
４
日
の
２
日
間
、
松
島
海

岸
商
店
街
を
中
心
に
「
宮
城
ま
る
ご
と
ほ

ろ
酔
い
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

商
店
や
飲
食
店
を
ま
わ
り
、
様
々
な
銘
柄

の
日
本
酒
を
飲
み
比
べ
る
こ
と
の
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
参
加
者
は
マ
ッ
プ
に
か

か
れ
た
地
酒
の
説
明
を
見
な
が
ら
、
ま
ち

歩
き
と
利
き
酒
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

第
46
回
松
島
か
き
祭
り

宮
城
ま
る
ご
と
ほ
ろ
酔
い
ま
つ
り

　

２
月
４
日
に
、
み
ん
な
の
笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
『
松
島
か
き
祭
り
＆
冬
の
松
島
写
真

教
室
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
キ
ヤ
ノ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
の
協
力
に
よ
り
開

催
し
、
９
月
に
続
い
て
２
回
目
の
写
真
教

室
で
し
た
。

　

参
加
者
は
、
松
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
髙
橋
秀
臣
さ
ん
、
千
葉
達
也
さ
ん
の

案
内
の
も
と
文
化
観
光
交
流
館
か
ら
松
島

海
岸
グ
リ
ー
ン
広
場
ま
で
徒
歩
で
移
動
し
、

思
い
思
い
に
松
島
の
す
ば
ら
し
い
風
景
や

か
き
祭
り
会
場
の
様
子
を
写
真
に
収
め
て

い
ま
し
た
。

み
ん
な
の
笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

『
松
島
か
き
祭
り
＆
冬
の
松
島

写
真
教
室
』
開
催
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12
月
23
日
に
、
松
島
町
内
に

お
け
る
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
１

年
間
の
記
録
を
達
成
し
、
12
月

25
日
に
は
、
伝
達
式
が
執
り
行

わ
れ
、
塩
釜
警
察
署
高
嶋
文
智

署
長
か
ら
宮
城
県
警
察
本
部
長

祝
詞
が
櫻
井
町
長
に
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ

ロ
が
継
続
で
き
る
よ
う
、
交
通

事
故
が
起
こ
り
に
く
い
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

１
年
間
達
成

　

令
和
６
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

を
う
け
て
、
松
島
中
学
校
で
は
生
徒
会
執
行
部
と
美

化
奉
仕
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
朝
の
時
間
帯
に
校

内
昇
降
口
で
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
松

島
高
校
も
生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
校
内
昇
降
口
で

朝
と
昼
休
み
の
時
間
を
使
い
、
募
金
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
考
え
、

学
校
全
体
で
募
金
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

松
島
中
学
校
で
は
12
万
４
，６
６
５
円
、
松
島
高
校

で
は
４
万
６
，７
８
８
円
の
義
援
金
が
集
ま
り
、
被
災

地
で
あ
る
能
登
町
の
学
校
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。

松
中
生
・
松
高
生

能
登
半
島
へ
の
募
金
活
動

　

２
月
４
日
開
催
さ
れ
た
第
46
回
松
島
か
き
祭
り
で

は
７
２
，１
５
４
円
の
義
援
金
が
集
ま
り
、
被
災
地
の

観
光
協
会
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。

（
一
社
）
松
島
観
光
協
会
か
ら
の
寄
附

●
善
松
丸
様　

１
０
０
，０
０
０
円

　

お
預
か
り
し
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
か
ら
、

被
災
地
に
設
置
さ
れ
る
災
害
義
援
金
配
分
委
員
会
へ

全
額
送
金
さ
れ
、
被
災
地
の
方
々
の
生
活
支
援
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。

日
赤
松
島
町
分
区
（
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
災
害
義
援
金
）
へ
寄
附

　

令
和
６
年
１
月
１
日
に
石
川
県
能
登
半
島
で
最
大

震
度
７
を
観
測
す
る
大
地
震
が
発
生
し
、
広
範
囲
に

わ
た
り
、
甚
大
な
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。

　

松
島
町
で
は
東
日
本
大
震
災
時
に
全
国
各
地
の
市

町
村
か
ら
多
大
な
る
支
援
を
頂
き
復
旧
復
興
を
成
し

遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
ご
恩
を
お
返
し

す
る
た
め
、
１
月
19
日
か
ら
27
日
の
期
間
で
「
被
災

家
屋
調
査
」
を
支
援
す
る
た
め
石
川
県
能
登
町
へ
職

員
を
派
遣
し
ま
し
た
。
３
月
に
も
派
遣
を
予
定
し
て

お
り
、
今
後
も
石
川
県
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
情

報
収
集
を
行
い
、
早
期
復
旧
・
復
興
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
た
「
石
川
県
能
登
町
」

へ
職
員
を
派
遣

　

１
月
27
日
、
み
や
ぎ
蔵
王
え

ぼ
し
リ
ゾ
ー
ト
で
標
記
事
業
が

開
催
さ
れ
、
町
内
の
小
学
生
３

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

県
内
各
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
参
加
者
約
50
名
と
一
緒
に
、

ゴ
ン
ド
ラ
乗
車
体
験
、
そ
り
遊

び
・
雪
遊
び
を
し
て
き
ま
し
た
。

暖
冬
の
傾
向
で
す
が
『
え
ぼ
し

リ
ゾ
ー
ト
』
は
真
っ
白
、
蔵
王

町
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
『
ざ
お
う

さ
ま
』
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
参
加
も

あ
り
楽
し
く
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

※
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
詳
細
に
つ
い

　

て
は
…https://www.bgf.or.jp/

　

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

●
海
洋
セ
ン
タ
ー
問
合
先

　

☎
３
５
３
‐
３
６
８
８

２
０
２
３
B
&
G
宮
城

ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

災害派遣で家屋調査を支援

災害派遣で家屋調査を支援

能登半島地震に関する話題

制作したポスターにより、募金活動をする松中生

松中生が制作したポスター

昇降口で募金活動する松高生 （写真右）松島観光協会志賀会長より寄附を受領



広報まつしま 6

転出される皆さんへ
お忘れにならないようにご注意ください。　●受付時間　午前８時３０分～午後５時１５分

転　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出

転出手続き方法・持参する物 窓　　口

町民福祉課
町民サービス班
☎３５４-５７０５

【住所異動】転出する１４日前から手続き（転出証明書の発行）ができます。
　　（マイナンバーカードをお持ちの方はマイナポータルからの手続きも可能です。内容に
　　ついては１０ページ「住所変更はマイナポータルから！」をご確認ください。）
　①身分証明書※　
　※身分証明書は、免許証・パスポート・マイナンバーカードなど顔写真があるものは
　　１点、保険証・年金手帳・学生証など顔写真がないものについては２点持参ください。
【国民健康保険】　①国民健康保険証　②マイナンバーカードまたは通知カード
【後期高齢医療】　①後期高齢者医療被保険者証　

【障害者医療費助成】　①受給者証

【子ども医療費助成】　①受給者証　　
【児童扶養手当】　①手当証書　　【母子・父子家庭医療費助成】　①受給者証

【介護保険】介護認定を受けている方には受給資格証明書を発行します。
　介護認定を受けていない方は、窓口へ介護保険被保険者証をお返しください。
　※役場窓口でも、お返しできます。
【精神保健福祉手帳・自立支援医療】
　転出される方は、健康長寿課までお問い合わせください。

【軽自動車税】住所変更の手続きが必要です。
・松島ナンバーの場合　財務課税務班
・宮城ナンバーの四輪、１宮城ナンバーの二輪の場合　宮城県軽自動車協会　☎３８８-６０３３
・宮ナンバー、宮城ナンバーの二輪の場合　東北運輸局宮城運輸支局　☎０５０-５５４０-２０１１

【町営住宅】転出する１０日前までに町営住宅明渡届出書に記入し、窓口まで提出してください。

【松島町小中学校から転校】
　住民登録の際に発行された「住民異動届」を持ち松島町教育委員会で手続きをしてくだ
　さい。その後、在学していた学校から受け取った「在学証明書」と「教科書給与証明書」
　を持ち転出先市町村教育委員会で手続きをしてください。

【水道閉栓（停止）】
　水道事業所へ来庁し閉栓届を提出してください。
　（電話での受付はしていません）
土曜日、日曜日、祝日は閉栓できませんのでご了承ください。
　※水道事業所は別庁舎（松島浄化センター内）となりますのでご注意ください。

町民福祉課福祉班
☎３５４-５７０６

健康長寿課
（保健福祉センター
どんぐり）
☎３５５-０６６６

財務課税務班
☎３５４-５７０３

建設課管理班
☎３５４-５７１５

教育課学校教育班
☎３５４-５７１３

松島町水道お客様
センター
☎２９０-０００５

引っ越しをする方への住民票の手続きのお知らせ
　進学、就職などで引っ越しをする方は、住民基本台帳法に基づき、転出・転入の手続きを
する必要があります。住民票は、選挙人名簿への登録につながる大切な情報です。忘れずに
手続きをしましょう。
　現在住んでいる寮・アパートなどが住所地になります。詳しくは、総務省のホー
ムページまたは選挙管理委員会事務局までお問い合わせください。
●問合先　選挙管理委員会事務局　☎３５４-５８９３　
 　　　　　総務省　https://www.soumu.go.jp/index.html

▲HP用

町民福祉課
こども支援班
☎３５４-５７９８
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松島町へ転入・町外へ 
毎年この時期には多くの方が入学や就職、転勤などで引っ越しをされます。各種手続きを

転　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入

【住所異動】転入から１４日以内に手続きを行ってください。
　①転出証明書（お持ちの方のみ）　②身分証明書※　③マイナンバーカード（お持ちの方のみ）　
　※身分証明書は、免許証・パスポート・マイナンバーカードなど顔写真があるものは
　　１点、保険証・年金手帳・学生証など顔写真がないものについては２点持参ください。
【国民健康保険】 ①マイナンバーカードまたは通知カード
【後期高齢医療】 ①前住所地の市区町村が交付した負担区分証明書（県外からの転入の場合）

【身体障害者手帳、療育手帳】　①手帳　②印鑑　③マイナンバーカードまたは通知カード
【障害者医療費助成】 
　①健康保険証　②所得証明書　③受給者名義または保護者名義の通帳

【児童手当】　①受給者の健康保険証　②受給者名義の通帳　③マイナンバーカードまたは通知カード
【子ども医療費助成】　①お子さんの健康保険証　②保護者名義の通帳　③所得証明書
【母子・父子家庭医療費助成】
　①健康保険証　②所得証明書　③受給者名義の通帳
【児童扶養手当】　①手当証書　②マイナンバーカードまたは通知カード

【介護保険】　①受給資格証明書（前住所地の市区町村で要介護・要支援認定を受けていた方）
【妊婦健診・乳児健診】　①母子健康手帳
【予防接種】　①母子健康手帳
【精神保健福祉手帳】　
　①手帳　②マイナンバーカードまたは通知カード　
　※仙台市・県外からの転入の場合　③写真（縦４㎝×横３㎝）　④前回申請時の診断書の写し
【自立支援医療受給者証】
　①受給者証　②身分証明証　
　③マイナンバーカードまたは通知カード　
　④更新の場合は前市区町村の課税・非課税証明書が必要です。※障害年金を受給している
　　方は、年金証書も必要です。　⑤健康保険証の写し
　⑥現在の受給者証申請時に提出した診断書の写し（県外からの転入の場合）
　※保健福祉センターは別庁舎となりますのでご注意ください。

【ごみ】指定日を確認のうえ、各地区のごみ集積所へ。分別収集とリサイクルにご協力ください。
【くみ取り】トイレのくみ取りは（協）松島清掃公社　☎３５４-３２０２
【飼い犬】犬を飼われている場合は、犬の登録変更届（転入届）の提出が必要となります。

【軽自動車税】住所変更の手続きが必要です。
　２輪（１２５ｃｃ超～２５０ｃｃ未満）および四輪軽自動車　宮城県軽自動車協会　☎３８８-６０３３
　２輪（２５０ｃｃ～）東北運輸局宮城運輸支局　☎０５０-５５４０-２０１１

【松島町小中学校へ転校】
　住民登録の際発行された「住民異動届」を持ち松島町教育委員会において手続きをして
　ください。在学していた学校から受け取った「在学証明書」と「教科書給与証明書」は、
　転学する学校へ直接提出してください。

【水道開栓（開始）】
　水道事業所へ来庁し開栓届を提出してください。
　（電話での受付はしていません）
　土曜日、日曜日、祝日は開栓できませんのでご了承ください。
　※水道事業所は別庁舎（松島浄化センター内）となりますのでご注意ください。

転入手続き方法・持参する物 窓　　口

町民福祉課
町民サービス班
☎３５４-５７０５

町民福祉課
こども支援班
☎３５４-５７９８

町民福祉課福祉班
☎３５４-５７０６

健康長寿課
（保健福祉センター
どんぐり）
☎３５５-０６６６

総務課環境防災班
☎３５４-５７８２

財務課税務班
☎３５４-５７０３

教育課学校教育班
☎３５４-５７１３

松島町水道お客様
センター
☎２９０-０００５
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　就学援助費とは、経済的な理由により学用品費や学校給食費
等の支払いが困難なご家庭へ、就学上必要となる経費の一部を
援助する制度です。
●対象となる方
　下記記載の就学援助の要件のいずれかに該当する世帯の方
 （１）生活保護費の支給を受けている方
 （２）生活保護費の停止または廃止のあった方
 （３）世帯全員の町民税が非課税である方
　　　 ※住民基本台帳上別世帯となっていても同居している場
　　　　合は同じ世帯としてみなします。
 （４）児童扶養手当の支給を受けている方
 （５）国民健康保険税の全額減免又は徴収猶予を受けている方 
 （６）国民年金の掛金を減免されている方
●申請手続き
　　各小中学校及び教育課学校教育班（役場２階）において配
　布している「就学援助費受給申請書」を記入いただき、必要
　書類を添付の上、右記まで提出してください。

令和６年３月１日施行の戸籍法の一部を改正する法律により、次のことができるようになります。

※学校給食費は認否決定までの間、徴収いたしません。否認定になった場合は、４月にさかのぼって請求となります。
※生活保護費で教育扶助を受けている場合、修学旅行費のみ援助となります。
※通学に要する交通費は、領収書が必要となります。

●提 出 先　通学している小中学校 又は 役場２階 教育課学校
　　　　　　教育班
●受付期間　令和６年３月８日㊎まで
　※上記期日を過ぎても受付しますが、申請日の翌月１日から
　　の認定となります。
●必要書類
　１．就学援助費受給申請書
　２．申請理由の証明書類（非課税証明書、児童扶養手当証書等）
　３．り災証明書（東日本大震災により半壊以上となった方で、
　　　今回初めて申請する方のみ。）
　※コピー可
　※申請理由が町民税非課税によるもので、令和６年１月１日
　　時点で松島町に住民登録がある方は、非課税証明書を省略
　　できます。
●問合先　教育課学校教育班　☎３５４‐５７１３

令和６年度就学援助費支給制度のご案内

令和６年３月１日スタート！
戸籍法の改正により、戸籍制度がより便利になります

本籍地以外の市区町村での戸籍謄本等の発行 （広域交付）

項　　目

小　

学　

校

中　

学　

校

学用品費等

１年

２～６年

１年

２～３年

11,630円

13,900円 給食センターへ
教育委員会で
納　　　　入22,730円

25,000円

54,060円

ー

63,000円

22,690円 ー

60,910円

(宿泊なし)
1,600円
(宿泊あり)
3,690円

(宿泊なし)
2,310円
(宿泊あり)
6,210円

26,180円

ー

ー

ー

7,650円

ー

新入学用品費 体育実技用
用具（柔道） 学校給食費

修学旅行費
（交通費・宿泊費
・見学料等）

校外活動費
（交通費・見学料）

通学に要する交通費
（公共交通機関の
  定期乗車券購入費）

援助内容R６.１現在

１
　本籍地以外の市区町村の窓口でも戸籍謄本等を請求できるようになることにより、本籍地が遠くにある方でも、役場
窓口で取得できるようになります。
　必要な戸籍の本籍地が全国各地にあっても、１か所の窓口でまとめて請求できます。
・ご自分の戸籍謄本のほか、配偶者、父母、祖父母、子の戸籍の謄本も取得可能です。
・このサービスをご利用の場合は、運転免許証やマイナンバーカードなどの顔写真付き身分証明書をご提示いただく
　必要があります。

今後、オンラインで行政手続をする際に利用可能な戸籍証明書として、新たに『戸籍電子証明書』が発行可能
となりますが、どのような手続において活用するかは政府において検討中です。さらに

戸籍の届出における戸籍謄本の提出不要化２
婚姻届や養子縁組届など様々な戸籍の届出の際に、これまで添付が必須であった戸籍謄本の提出が不要となります。

提出いただいた戸籍の届出（婚姻届など）を電子化し、事務が効率化されることにより、新しい戸籍の編成
期間が短縮されます。さらに

●問合先　町民福祉課町民サービス班　☎３５４‐５７０５

詳しくは、『戸籍法改正』で検索ください▶ 戸籍法改正
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※引き続き同じ袋（プラ容器包装用袋）をご使用ください。
※詳しくは令和６年度松島町ごみ収集カレンダーをご確認ください。

東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
追
悼
の

た
め
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
並
び
に

献
花
台
を
設
置
し
ま
す

　

今
年
の
３
月
11
日
で
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら

13
年
と
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
へ
の
哀
悼
の

意
を
表
し
、
地
震
発
生
時
刻
に
合
わ
せ
防
災
行
政
無

線
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
１
分
間
行
い
ま
す
。

　

震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
悼
み
、
黙
祷
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
災
害
発
生
を
お
知
ら
せ
す
る
サ
イ
レ
ン
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
慰
霊
記
念
碑
前
（
県
営
第

1
駐
車
場
五
大
堂
側
）
に
献
花
台
を
設
置
し
ま
す
。

献
花
は
ど
な
た
で
も
自
由
に
行
え
ま
す
。

●
日　

時　

３
月
11
日
㊊　

・
サ
イ
レ
ン
吹
鳴　

午
後
２
時
46
分

・
献
花
台
設
置　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

i

令
和
６
年
度
「
松
島
町
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
配
布
し
ま
す

　

令
和
６
年
度
「
松
島
町
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
今
月
号
と
併
せ
て
配
布
し
て
い
ま
す
。
各
集
積
所

に
お
け
る
１
年
間
の
収
集
日
に
つ
い
て
、
カ
レ
ン
ダ
ー

に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
裏
面
に
は
ご
み
の
分
別
に

つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
み
の
減
量
化
・

リ
サ
イ
ク
ル
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
地
区
ご
と
に
カ
レ
ン
ダ
ー
は
異
な
り
ま
す
。
お
住

　

ま
い
の
地
区
と
異
な
る
カ
レ
ン
ダ
ー
が
配
布
さ
れ

　

た
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

　

だ
さ
い
。

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

i
令
和
６
年
度
狂
犬
病
集
合
注
射
を

実
施
し
ま
す

　

今
年
度
も
各
会
場
で
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
実

施
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
ま
つ
し
ま
４
月

号
で
ご
案
内
す
る
ほ
か
、
該
当
す
る
飼
い
主
の
み
な

さ
ん
に
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
。

※
狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て

　

予
防
注
射
は
狂
犬
病
を
防
ぐ
た
め
、
毎
年
１
回
受

け
る
こ
と
が
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
飼
い
主

を
明
確
に
す
る
た
め
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２　

i

お
知
ら
せ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源

分
別
収
集
を
開
始
し
ま
す

　

令
和
６
年
４
月
か
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
100
％

の
も
の
に
限
り
、
こ
れ
ま
で
の
「
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
」
と
一
緒
に
収
集
し
ま
す
。

　

名
称
に
つ
い
て
は
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
」
と
変

わ
り
ま
す
。

●
分
別
収
集
の
目
的

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
焼
却
処
理
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
を
抑
え
地
球
温
暖
化
防
止
に
努
め
、
ま
た
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

i

３
月
の
ゴ
ミ
収
集
に
関
す
る

注
意
点

　

３
月
20
日
㊌
（
春
分
の
日
）
に
つ
い
て
は
、
通
常

祝
日
の
た
め
、
ご
み
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

・
「
松
島
町
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
併
せ
て
ご

　

  

確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

i

プラスチック製品
（プラ素材100%）

※金属等の他の素材が含まれたものや、
　電池等が内蔵されているものは出せ
　ません。

（新たに対象となるもの。）

プラスチック製容器
包装類

（今までの対象。）

▲町HP令和６年度
　ゴミカレンダーは
　こちら

▲町HP令和５年度
　ゴミカレンダーは
　こちら

注意！！
例年にない頻度で　　　　  が発生しています！火災
　今年に入り、町内では４件の火災が発生しています。
　※令和６年２月４日時点（昨年比３件増）
　今の時期は空気が乾燥する日が多くなるため、屋外
焼却（野焼き）が原因となる火災が多く発生していま
す。屋外焼却は原則、全面禁止となっています。自分
や家族、地域を守るためにもご理解とご協力をお願い
します。
　また、住宅用火災警報器は古くなると電子部品の寿
命や電池切れなどで火災を感知しなくなることがあり
ます。定期的に作動確認しましょう。

後悔する前に出来ることがあります。
～大切な命・財産を守るために～
①家のまわりに燃えやすいものを置かない。
②寝たばこやたばこの投げ捨てはしない。
③天ぷらを揚げるときは、その場を離れない。
④風の強いときは、たき火をしない。
⑤子供には、マッチやライターで遊ばせない。
⑥電気器具は正しく使い、タコ足配線はしない。
⑦ストーブには、燃えやすいものを近づけない。
●問合先　総務課環境防災班　☎３５４‐５７８２



献
血
を
実
施
し
ま
す

　

献
血
は
病
気
等
で
血
液
を
必
要
と
す
る
人
の
大
き

な
支
え
に
な
り
ま
す
。
ご
都
合
の
つ
く
方
は
ぜ
ひ
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
献
血
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
当

日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

３
月
28
日
㊍

　
　
　
　
　

①
午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30
ま
で

●
場　

所　

役
場
１
階　

町
民
ホ
ー
ル

●
そ
の
他　

健
康
状
態
の
確
認
等
に
よ
り
献
血
で
き

　
　
　
　
　

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か

　
　
　
　
　

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊
献
血
の
手
順
、
献
血
基
準
、
献
血
を
ご
遠
慮
い
た

　

だ
く
場
合
等
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
日
本
赤
十
字

　

社
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
献
血
に
関
す
る
問
合
せ

　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

i

10広報まつしま11 広報まつしま

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

　

国
で
は
、
３
月
を
自
殺
対
策
強
化
月
間
と
定
め
て

い
ま
す
。
令
和
５
年
の
自
殺
者
数
は
２
１
，８
１
８
人

（
警
察
庁
12
月
暫
定
値
）
で
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

自
殺
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
死
で
す
。〝
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
、
誰
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
〞

●
主
な
相
談
先

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル　

　

☎
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
５
５
６

■
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

　

☎
０
１
２
０
‐
２
７
９
‐
３
３
８

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班　

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

i
松
島
病
院 

婦
人
科
外
来

か
ら
の
ご
案
内

「
更
年
期
を
快
適
に
過
ご
す
た
め
に
」

　

女
性
の
更
年
期
（
一
般
的
に
45
〜
55
歳
位
）
に
は

生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
な
様
々
な
不
調
（
頭
痛
・

疲
れ
・
不
眠
・
肩
こ
り
・
尿
漏
れ
な
ど
）
が
現
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ホ
ル
モ
ン
療
法
、
漢
方
薬
治
療

な
ど
有
効
な
治
療
法
が
あ
り
ま
す
の
で
１
人
で
悩
ま

i

ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
診
察
日　

月
〜
土
曜
日
（
土
曜
日
は
午
前
中
の
み
）

　

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
午
後
は
都
合
に
よ
り
休
診
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ご
確
認
の
上
受
診
な
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
）

●
問
合
先　

松
島
病
院 
産
婦
人
科
外
来

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
８
１
１

　

る
こ
と
で
費
用
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
希
望
の

　

方
は
問
合
先
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
注　

意
】
今
年
度
で
国
の
経
過
措
置
に
基
づ
く
５

　

歳
ご
と
の
助
成
制
度
は
終
了
し
ま
す
。
令
和
６
年

　

度
か
ら
は
65
歳
の
方
の
み
対
象
と
な
る
予
定
で
す
。

　

受
け
忘
れ
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
風
し
ん
の
追
加
的
対
策　

抗
体
検
査
・
予
防
接
種

〔
対
象
者
〕

　

昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま

　

れ
の
男
性

〔
期　

間
〕
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

〔
そ
の
他
〕

・
抗
体
検
査
を
受
け
る
た
め
に
は
町
が
発
行
す
る
ク
ー

　

ポ
ン
券
が
必
要
で
す
。
対
象
の
方
に
は
既
に
送
付

　

済
み
で
す
が
、
紛
失
や
転
入
等
で
ク
ー
ポ
ン
券
の

　

発
行
を
希
望
さ
れ
る
方
は
問
合
先
ま
で
連
絡
く
だ

　

さ
い
。

・
抗
体
検
査
は
、
職
場
の
健
診
や
特
定
健
診
、
本
事

　

業
に
参
加
し
て
い
る
全
国
の
医
療
機
関
で
受
け
ら

　

れ
ま
す
。

・
検
査
結
果
で
十
分
な
量
の
抗
体
の
な
い
方
は
、
予

　

防
接
種
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関

　

な
ど
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

　

認
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

●
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
費
用
助
成

〔
対
象
者
〕

　

過
去
に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
一

　

度
も
受
け
て
い
な
い
方
で
次
の
条
件
に
当
て
は
ま

　

る
方

　

①
令
和
５
年
度
中
に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、

　
　

85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
に
な
る
方

　

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸

　
　

器
の
障
害
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

　
　

免
疫
機
能
障
害
の
あ
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳

　
　

１
級
程
度
※
申
請
時
に
手
帳
の
写
し
が
必
要
で
す
）。

〔
期　

間
〕
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

〔
そ
の
他
〕
町
の
予
診
票
を
使
用
し
て
接
種
を
受
け

予
防
接
種
、
抗
体
検
査
等
の

お
知
ら
せ

i

　

令
和
６
年
３
月
１
日
㊎
以
降
に
申
出
を
受
け
た
場

合
は
、
年
度
の
途
中
で
あ
っ
て
も
初
回
の
口
座
振
替

（
立
替
納
付
）
か
ら
前
納
が
開
始
さ
れ
、
初
回
振
替
日

の
属
す
る
月
（
初
回
振
替
日
が
月
の
第
１
営
業
日
の

場
合
は
初
回
振
替
日
の
属
す
る
月
の
前
月
）
分
か
ら

年
度
末
又
は
翌
年
度
末
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
を

口
座
振
替
又
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
よ
っ
て

前
納
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

●
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
s://w

w
w
.n
e
n
kin
.g
o
.jp
/

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
町
民
サ
ー
ビ
ス
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
５

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座

振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

納
付
で
の
前
納
に
つ
い
て

i

■
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
全
額
公
費
に
よ
る
接
種

　

は
令
和
６
年
３
月
31
日
で
終
了
し
ま
す
。

　
　

生
後
６
ヶ
月
以
上
の
方
で
接
種
を
希
望
す
る
方

　

は
今
月
中
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

■
令
和
６
年
４
月
以
後
は
有
料
と
な
り
、
原
則
と
し

　

て
65
歳
以
上
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班　

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

無
料
接
種
が
終
了
し
ま
す

i
　

４
月
１
日
以
降
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
お

よ
び
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
接
種
記
録
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班　

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書

ア
プ
リ
と
コ
ン
ビ
ニ
交
付
は

３
月
31
日
で
終
了
し
ま
す

i

　

有
効
な
電
子
証
明
書
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
転
出
・
転
入
及

び
転
居
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
た
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
届
出
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
は
、
転
出
に
あ
た

り
役
場
窓
口
へ
の
来
庁
が
原
則
不
要
（
※
）
と
な
り

ま
す
。

　

手
続
で
き
る
方
や
手
続
に
必
要
な
も
の
な
ど
、
詳

し
く
は
左
記
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
「
引
越
し
手
続
に

つ
い
て
」
の
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
転
出
届
の
内
容
確
認
等
の
た
め
来
庁
い
た
だ
く
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
転
出
手
続
の
完
了
後
は
、

　

別
途
、
転
入
先
市
区
町
村
の
窓
口
で
転
入
届
等
の

　

手
続
が
必
要
で
す
。　
　

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
町
民
サ
ー
ビ
ス
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
５

住
所
変
更
は

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
！

i

　

公
益
財
団
法
人
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が
行
う
骨
髄
・

末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供
者
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付

し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方

　

提
供
者
ま
た
は
骨
髄
バ
ン
ク
を
介
し
た
骨
髄
等
の

提
供
に
係
る
最
終
同
意
を
行
っ
た
後
に
こ
の
骨
髄
等

の
提
供
が
中
止
さ
れ
た
方
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

　

だ
さ
い
。

●
助
成
額

　

対
象
と
な
る
事
項
の
通
院
、
入
院
ま
た
は
面
談
に

　

要
し
た
日
数
１
日
に
つ
き
２
万
円
（
上
限
７
日
・

　

14
万
円
）

●
対
象
と
な
る
事
項

・
最
終
同
意
の
た
め
の
面
談

・
健
康
診
断
の
た
め
の
通
院

・
自
己
血
採
血
の
た
め
の
通
院

・
骨
髄
等
採
取
の
た
め
の
入
院

・
そ
の
他
骨
髄
等
の
提
供
に
関
し
て
、
骨
髄
バ
ン
ク

　

が
必
要
と
認
め
る
通
院
な
ど

●
申
請
期
限

　

骨
髄
等
提
供
日
の
翌
日
か
ら
90
日
以
内

●
申
請
書
類

①
松
島
町
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
助
成
金
交
付
申
請
書

 

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ま
た
は
保

　

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
）

②
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が
発
行
す
る
骨
髄
等
の
提
供
の

　

完
了
ま
た
は
中
止
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し

③
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が
発
行
す
る
通
院
等
を
し
た
日

　

を
証
明
す
る
書
類
の
写
し

④
振
込
先
の
預
金
通
帳
の
写
し
（
金
融
口
座
、
支
店

　

名
、
口
座
番
号
、
口
座
名
義
が
分
か
る
も
の
）

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

松
島
町
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー

助
成
事
業
に
つ
い
て

i

▲引越し手続
について

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼

高
齢
受
給
者
証
の
交
付
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
今
月
70
歳
に
な
る
方

（
昭
和
29
年
３
月
２
日
〜
４
月
１
日
生
ま
れ
）
に
高
齢

受
給
者
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
証

を
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
に
つ
い
て
は
、

有
効
期
限
が
過
ぎ
ま
し
た
ら
各
自
破
棄
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
発
送
日　

３
月
21
日
㊍

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
町
民
サ
ー
ビ
ス
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
５

　

自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）・
精
神
保
健
福
祉

手
帳
の
申
請
手
続
き
（
新
規
・
更
新
）
に
来
ら
れ
る

方
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類
と
、
運
転
免

　

許
証
な
ど
の
身
元
確
認
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）・
精

神
保
健
福
祉
手
帳
の
申
請
に
つ
い
て

i

●
対
象
者　

が
ん
治
療
に
よ
り
、
ウ
ィ
ッ
グ
や
乳
房

　
　
　
　
　

補
正
具
を
購
入
し
た
町
民

●
助
成
額　

上
限
額
２
万
円
（
１
人
１
回
ま
で
）

●
申　

請　

が
ん
治
療
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
明

　
　
　
　
　

す
る
書
類
、
購
入
領
収
書
、
振
り
込
み

　
　
　
　
　

口
座
が
分
か
る
物
を
持
っ
て
、
保
健
福

　
　
　
　
　

祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班　

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

が
ん
で
治
療
中
の
方
に
、

各
種
補
正
具
の
購
入

費
用
を
助
成
し
ま
す

i
ア
ト
レ
ル
カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢

大
会
を
観
に
来
ま
せ
ん
か
？

　

第
３
回
目
と
な
る
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
松
島
町
文
化

観
光
交
流
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
出
場
さ
れ
る
皆
さ

ん
の
熱
い
歌
声
を
ぜ
ひ
観
に
来
て
下
さ
い
！

※
入
場
無
料

●
日　

時　

令
和
６
年
３
月
31
日
㊐

●
時　

間　

午
後
１
時
開
演
（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

●
場　

所　

松
島
町
文
化
観
光
交
流
館　

大
ホ
ー
ル

●
同
時
開
催　

審
査
員
ヨ
シ
ヒ
デ
に
よ
る
昭
和
歌
謡

　
　
　
　
　
　

シ
ョ
ー
も
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
来

　
　
　
　
　
　

館
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
問
合
先　

松
島
町
文
化
観
光
交
流
館

　

☎
３
５
５
‐
０
１
５
５

　

※
原
則
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

募

町
営
バ
ス
運
行
情
報

　

３
月
20
日
㊌
（
春
分
の
日
）
に
つ
い
て
は
、
祝
日

ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
ま
す
。
※
日
曜
日
運
休

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

i
瑞
巌
寺
杉
道
市
を
開
催
し
ま
す

さ
ん
ど
う
い
ち

　

瑞
巌
寺
参
道
に
て
、
政
宗
公
の
祥
月
命
日
・
延
命

地
蔵
の
縁
日
で
あ
る
毎
月
24
日
の
直
近
の
日
曜
日
に

開
催
す
る
手
づ
く
り
市
で
す
。
県
内
の
乾
物
・
野
菜

の
生
産
者
や
雑
貨
制
作
者
を
中
心
に
10
数
店
舗
出
店

し
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
つ
い
て
は
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

３
月
24
日
㊐
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場　

所　

瑞
巌
寺
前
道
路

●
そ
の
他　

詳
細
は
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

U
R
L
：h

ttp
s://w

w
w
.fa
c
e
b
o
o
k.c
o
m
/

　
　
　
　
　

sa
n
d
o
u
ic
h
i/

i



12広報まつしま

●
日　

時　

４
月
７
日
〜
７
月
14
日

﹇
各
日
曜
日
14
回
﹈

﹇
５
月
５
日
こ
ど
も
の
日　

休
講
﹈

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
会　

場　

宮
城
県
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

仙
台
市
宮
城
野
区
安
養
寺
３
丁
目
７
の
３

●
対　

象　

宮
城
県
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
親

　
　
　
　
　

又
は
寡
婦
で
、
全
日
程
受
講
で
き
る
方

●
定　

員　

８
名
程
度

●
費　

用　

受
講
料
無
料

　
　
　
　
　

教
材
費
・
検
定
料　

１
６
，０
０
０
円
程
度

●
託　

児　

３
歳
以
上
小
学
校
３
年
生
ま
で

　
　
　
　

 

（
託
児
料　

無
料
）

●
申
込
期
間　

２
月
21
日
㊌
〜
３
月
15
日
㊎

●
申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
宮
城
県
母
連
）
よ

　

り
w
e
b
に
て
お
申
込
み
下
さ
い
。
は
が
き
又
は

　

F
A
X
の
場
合
は
、
講
習
名
・
住
所
・
氏
名
・
電

　

話
番
号
・
託
児
の
有
無
（
年
齢
）
を
記
入
し
て
、

　

３
月
15
日
㊎
「
必
着
」
ま
で
に
左
記
宛
お
申
込
み

　

下
さ
い
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
選
考
と
な
り
ま
す
。

●
お
申
込
み
・
お
問
合
せ

 

（
公
財
）
宮
城
県
母
子
福
祉
連
合
会
（
宮
城
県
母
子
・

　

父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

〒
９
８
３
ー
０
８
３
２

　

仙
台
市
宮
城
野
区
安
養
寺
３
丁
目
７
の
３

　

☎
／
F
A
X　

２
５
６
‐
６
５
１
２

令
和
６
年
度
ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業

支
援
講
習
会
「
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

エ
ク
セ
ル
２
０
１
９
日
曜
コ
ー
ス
」

i

●
日　

時　

４
月
７
日
〜
９
月
15
日

﹇
各
日
曜
日
21
回
（
他
平
日
実
習
２
日
有
り
）﹈

﹇
５
月
５
日
こ
ど
も
の
日　

８
月
11
日
山
の
日
は
休

講
・
９
月
２
日
〜
14
日
は
、
施
設
実
習
期
間
の
た
め

講
習
会
無
﹈

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
10
分

●
会　

場　

宮
城
県
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

仙
台
市
宮
城
野
区
安
養
寺
３
丁
目
７
の
３

●
対　

象　

宮
城
県
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
親

　
　
　
　
　

又
は
寡
婦
で
、
全
日
程
受
講
で
き
る
方

●
定　

員　

13
名
程
度

●
費　

用　

受
講
料
無
料

　
　
　
　
　

教
材
費
・
実
習
費　

９
，０
０
０
円
程
度

●
託　

児　

３
歳
以
上
小
学
校
３
年
生
ま
で

　
　
　
　

 

（
託
児
料　

無
料
）

●
申
込
期
間　

２
月
21
日
㊌
〜
３
月
21
日
㊌

●
申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
宮
城
県
母
連
）
よ

　

り
w
e
b
に
て
お
申
込
み
下
さ
い
。
は
が
き
又
は

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
の
場
合
は
、
講
習
名
・
住
所
・
氏

　

名
・
電
話
番
号
・
託
児
の
有
無
（
年
齢
）
を
記
入

　

し
て
、
３
月
21
日
㊌
「
必
着
」
ま
で
に
左
記
宛
お

　

申
込
み
下
さ
い
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
選
考
と
な
り
ま
す
。

●
お
申
込
み
・
お
問
合
せ

 

（
公
財
）
宮
城
県
母
子
福
祉
連
合
会
（
宮
城
県
母
子
・

　

父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

〒
９
８
３
ー
０
８
３
２

　

仙
台
市
宮
城
野
区
安
養
寺
３
丁
目
７
の
３

　

☎
／
F
A
X　

２
５
６
‐
６
５
１
２

令
和
６
年
度
ひ
と
り
親
家
庭
等

就
業
支
援
講
習
会

「
介
護
職
員
初
任
者
研
修　

春
期
」

i

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る

国
税
専
門
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

国
税
専
門
官
は
、
国
の
財
政
を
支
え
る
重
要
な
仕

事
を
担
い
、
税
務
署
等
に
お
い
て
、
調
査
・
徴
収
・

検
査
や
指
導
な
ど
を
行
う
税
務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

●
受
験
資
格

①
平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４
月
１
日
生

　

ま
れ
の
者

②
平
成
15
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
次
に
掲

　

げ
る
も
の

（
１
）
大
学
（
短
大
を
除
く
。）
を
卒
業
し
た
者
及
び

　
　

  

令
和
７
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見

　
　

  

込
み
の
者

（
２
）
人
事
院
が
（
１
）
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資

　
　

  

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
受
付
期
間　

２
月
22
日
㊍
〜
３
月
25
日
㊊

●
申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

　

国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
N
A
V
I

　

(http
s://w

w
w
.jinji.g

o
.jp
/saiyo

/saiyo
.htm

l)

●
第
１
次
試
験
日　

５
月
26
日
㊐

●
問
合
先　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係　

　
　
　
　
　

☎
２
６
３
‐
１
１
１
１　

内
線
３
２
３
６

　
　
　
　
　

人
事
院
東
北
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
２
２
１
‐
２
０
２
２

２
０
２
４
年
度
国
家
公
務
員

「
国
税
専
門
官
採
用
試
験
」

（
大
学
卒
業
程
度
）の
お
知
ら
せ

i

　

交
通
安
全
指
導
員
は
、
町
長
か
ら
委
嘱
を
受
け
、

交
通
秩
序
の
保
持
お
よ
び
交
通
事
故
防
止
を
目
的
に

交
通
指
導
を
行
い
ま
す
。

●
活
動
内
容　

街
頭
指
導
（
登
校
・
出
勤
時
間　

平

　
　
　
　
　
　

日
の
み
月
４
回
程
度
）、
交
通
安
全

　
　
　
　
　
　

教
室
、
各
種
行
事
等
に
お
け
る
交
通

　
　
　
　
　
　

指
導
な
ど

●
報　
　

償　

年
報
償
・
出
動
手
当
支
給

●
福
利
厚
生　

傷
害
総
合
保
険
に
よ
る
補
償
あ
り

※
報
償
額
等
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

松
島
町
交
通
安
全
指
導
員
募
集

募
　

松
島
町
で
は
、
経
済
的
理
由
か
ら
修
学
が
困
難
な

方
を
対
象
に
奨
学
金
制
度
を
創
設
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
下
記
ま
で
ご
相
談
願
い
ま
す
。

●
貸
与
金
額
（
主
な
も
の
）

　

高
校
生　

自
宅
通
学
者　
　

１
０
，０
０
０
円
（
月
額
）

　
　
　
　
　

自
宅
外
通
学
者　

２
０
，０
０
０
円
（
月
額
）

　

大
学
生　

自
宅
通
学
者　
　

２
０
，０
０
０
円
（
月
額
）

　
　
　
　
　

自
宅
外
通
学
者　

３
０
，０
０
０
円
（
月
額
）

●
償
還
期
間　

松
島
町
奨
学
金
は
無
利
子
で
す
。
学

　
　
　
　
　
　

校
を
卒
業
し
た
翌
年
の
４
月
か
ら
、

　
　
　
　
　
　

期
間
内
（
最
長
６
年
）
に
償
還
し
て

　
　
　
　
　
　

い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
込
受
付
期
間　

３
月
８
日
㊎
ま
で

●
問
合
先　

教
育
課
学
校
教
育
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
３

松
島
町
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

募

　

松
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
バ
ナ
ー
広
告
を
掲
載
す

る
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先　

企
画
調
整
課　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
２

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
】

https://w
w
w
.tow

n.m
iyagi-m

atsushim
a.

lg.jp/index.cfm
/7,18882,20,421,htm

l

松
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
ま
す

募

▲交通安全
　指導員募集

●
受
付
期
間　

２
月
１
日
㊌
〜
６
月
６
日
㊍

●
試 
験 
日　

６
月
21
日
㊎

幹
部
候
補
生
（
第
１
回
）

●
応
募
資
格 
「
一
般
・
大
卒
程
度
」
22
歳
以
上
26
歳

　

未
満
の
方
（
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
方
は
大
卒（
見

　

込
含
）、
修
士
課
程
修
了
者
等
（
見
込
含
）
は
28
歳

　

未
満
の
方
）

「
一
般
・
院
卒
者
」
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
修
士
課
程

  

修
了
者
等
（
見
込
含
）

「
歯
科
・
薬
剤
科
」
専
門
の
大
卒
（
見
込
含
）
で
20
歳

 

以
上
30
歳
未
満
の
方
（
薬
剤
科
は
20
歳
以
上
28
歳
未

 

満
の
方
）

●
受
付
期
間　

３
月
１
日
㊎
〜
４
月
12
日
㊎

●
試 

験 

日　

一
次
試
験　

４
月
20
日
㊏
・
21
日
㊐

一
般
曹
候
補
生
（
第
１
回
）

●
応
募
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

●
受
付
期
間　

３
月
１
日
㊌
〜
５
月
７
日
㊋

●
試 

験 

日　

１
次
試
験　

５
月
17
日
㊎
〜
26
日
㊐

　
　
　
　
　
　

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
採
用
幹
部

●
応
募
資
格　

大
卒
以
上
の
方
で
、
応
募
資
格
に
定

　

め
ら
れ
た
学
部
・
専
攻
学
科
等
を
卒
業
後
、
２
年

　

以
上
の
業
務
経
験
の
あ
る
方

●
受
付
期
間　

３
月
１
日
㊎
〜
５
月
17
日
㊎

●
試 

験 

日
「
陸
」
６
月
10
日
㊊

　
　
　
　
　

「
海
」
６
月
17
日
㊊

　
　
　
　
　

「
空
」
６
月
17
日
㊊
〜
19
日
㊌

技
術
曹

●
応
募
資
格　

20
歳
以
上
の
方
で
、
国
家
免
許
資
格

　

取
得
者
等

※
詳
し
く
は
石
巻
地
域
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
下

　

さ
い
。

●
受
付
期
間　

３
月
１
日
㊎
〜
５
月
17
日
㊎

●
試 

験 

日
「
陸
」
６
月
７
日
㊎

　
　
　
　
　

「
海
」
６
月
14
日
㊎

　
　
　
　
　

「
空
」
６
月
12
日
㊌
〜
14
日
㊎

●
問
合
先　

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　

石
巻
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　

宮
城
県
東
松
島
市
赤
井
字
鷲
塚
１
‐
６

 

（
☎
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
２
５
‐
８
３
‐
６
７
８
９
）

自
衛
官
募
集

自
衛
官
候
補
生

●
応
募
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間　

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま
す

予
備
自
衛
官
補
（
技
能
・
一
般
）

●
応
募
資
格 

「
技
能
」
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格

　

等
を
有
す
る
方

※
詳
し
く
は
石
巻
地
域
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

「
一
般
」
18
歳
以
上
52
歳
未
満
の
方

●
受
付
期
間　

１
月
22
日
㊊
〜
４
月
11
日
㊍

●
試 

験 

日　

４
月
６
日
㊏
〜
21
日
㊐

　
　
　
　
　

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

医
科
・
歯
科
幹
部

●
応
募
資
格　

医
師
・
歯
科
医
師
の
免
許
取
得
者

募
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囲
碁
愛
好
会
・
会
員
募
集

　

認
知
症
や
ボ
ケ
の
防
止
な
ど
、
生
涯
学
習
の
一
環

と
し
て
囲
碁
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日　

時　

毎
週
木
曜
日　

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

●
場　

所　

文
化
観
光
交
流
館　

２
階

●
問
合
先　

松
島
囲
碁
愛
好
会
事
務
局

　
　
　
　
　

奥
田
健
治

　
　
　
　
　

☎
０
９
０
‐
３
６
４
６
‐
１
０
１
１

募
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
生
徒
募
集

　

運
動
不
足
や
ス
ト
レ
ス
解
消
に
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
見
学
や
体
験
レ
ッ
ス
ン
も
受

募

松
島
ア
ト
ム
体
操

ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
募
集
‼

　

幼
稚
園
か
ら
小
学
生
の
皆
さ
ん
器
械
体
操
で
バ
ク

転
や
跳
び
箱
、
鉄
棒
が
で
き
る
よ
う
練
習
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

●
場　

所　

B
＆
G
松
島
海
洋
セ
ン
タ
ー

●
日　

時　

毎
週
火
曜
日

　

幼
稚
園
コ
ー
ス
（
４
歳
、
５
歳
）　

　
　

午
後
３
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　

小
学
生
コ
ー
ス　

　
　

午
後
４
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

●
問
合
先　

松
島
ア
ト
ム
体
操
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

青
沼

　
　
　
　
　

☎
０
９
０
‐
９
０
３
０
‐
１
５
７
８

募

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ま
だ
ま
だ
現
役

で
働
き
た
い
60
歳
以
上
の
方
々
に
、
本
人
の
能
力
や

希
望
に
応
じ
た
臨
時
的
・
短
期
的
な
就
業
を
提
供
し

て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
約
１
５
６
名
の
会
員
が
登
録
し
、
定
年
後

の
生
き
が
い
と
し
て
就
業
し
て
い
ま
す
。
入
会
説
明

会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は

是
非
当
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
主
な
仕
事

　

除
草
作
業
（
手
取
り
除
草
・
機
械
除
草
）、
植
木
剪

定
作
業
、
農
作
業
、
土
木
作
業
、
屋
外
清
掃
作
業
、

屋
外
軽
作
業
、
屋
内
清
掃
作
業
、
屋
内
軽
作
業
、
障

子
張
替
、
そ
の
他

※
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
就
業
が
で
き
、
就
業

　

に
伴
う
報
酬
が
得
ら
れ
ま
す
。（
就
業
は
強
制
さ
れ

　

ま
せ
ん
）

※
危
険
・
有
害
な
就
業
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
年
後
の
生
き
が
い

見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

募

●
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
支
援
金  

「
み
や
ぎ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」

「
み
や
マ
リ
！
」
に
入
会
さ
れ
た
、
申
請
日
時
点
で

39
歳
以
下
の
１
年
以
上
松
島
町
に
在
住
の
方
を
対
象

に
最
大
１
万
円
の
支
援
。

※
詳
し
く
は
下
記
Ｑ
Ｒ
を
参
照 

●
新
婚
世
帯
応
援
事
業
支
援
金　

婚
姻
日
時
点
で
夫

　

婦
と
も
に
39
歳
以
下
で
、
夫
婦
双
方
ま
た
は
一
方

　

が
松
島
町
内
在
住
の
方
を
対
象
に
、
引
越
し
費
用
、

　

住
宅
取
得
費
用
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
、
ア
パ
ー

　

ト
等
の
賃
料
で
支
払
っ
た
経
費
に
対
し
て
最
大
10

　

万
円
を
支
援
。

※
詳
し
く
は
下
記
Ｑ
Ｒ
を
参
照 

●
基
準
日　

令
和
５
年
４
月
１
日

●
問
合
先　

企
画
調
整
課　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
２

「
出
会
い
の
き
っ
か
け
、
つ
く
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？
」「
ふ
た
り
の
新
婚

生
活
、
応
援
さ
せ
て
く
だ
さ
い
！
」

i
宮
城
県
最
低
賃
金
の

改
正
に
つ
い
て

　

宮
城
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
（
臨

時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）
に
適
用
さ

れ
る
宮
城
県
最
低
賃
金
は
、
左
記
の
と
お
り
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

●
時
間
額　

９
２
３
円

●
発
効
日　

令
和
５
年
10
月
１
日

●
問
合
先　

宮
城
労
働
局
賃
金
室

　
　
　
　
　

☎
２
９
９
‐
８
８
４
１

i

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

月
３
回　

火
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
10
時
15
分
〜
午
前
11
時
45
分
ま
で

●
場　

所　

文
化
観
光
交
流
館　

２
階

●
問
合
先　

フ
イ
ア
オ
カ
フ
ラ
講
師　

小
関

　
　
　
　
　

☎
０
８
０
‐
１
８
２
０
‐
９
６
４
２　
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相　談　事　業 日　　　時 場 所 ・ 主 催 問　　合　　先

町民福祉課福祉班　　　　　　☎354-5706

企画調整課　　　　　　　☎354-5702

町民福祉課福祉班(人権相談)　☎354-5706

企画調整課(行政相談)　　☎354-5702

産業観光課産業振興班(消費生活相談)　☎354-5707

3相談合同開催
（人権なんでも相談、
行政相談、消費生活相談）

法律相談（予約制）

生活保護相談
（予約制）

3月5日㊋、4月2日㊋
午前10時～午後3時

こころの相談
（予約制）

ひきこもり・思春期
こころの相談(予約制)

3月14日㊍
午後2時～午後5時

平　日
午前9時～午後4時

役場会議室

無 料 相 談

3月7日㊍、3月21日㊍
午前10時～午後3時

3月13日㊌、27日㊌
午後1時30分から

3月8日㊎、4月5日㊎
午前10時～午後5時

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、内容が変更になる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

塩釜保健所疾病対策班　　☎363-5504

塩釜保健所母子・障害第二班　☎365-3153

3月6日㊌
午前9時～午前11時30分

ＨＩＶ・クラミジア抗体検査、
肝炎検査、梅毒抗体検査、
骨髄バンク登録受付(予約制)

塩釜保健所
3月19日㊋

午前9時～午前11時30分

アルコ－ル・薬物相談
(予約制)

がんなんでも相談 宮城県対がん協会　　　  ☎263-1560宮城県がん総合支援センター

毎週木曜日
午後7時～午後8時

問題飲酒でお悩みの方
対象相談会

NPO法人宮城県断酒会
　　　　　　　　　　　  ☎397-9543

塩竈市公民館

平　日
午前9時～午後4時

※要予約（詳細は要問い合わせ）
オンライン健康相談

健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）
　　　　　　　　　　　　☎355-0703

松島町

バンク制度
空き家

●問合先　企画調整課　☎３５４‐５７０２ 町HP「空き家バンク」はこちら→

　この制度は、空き家・空き地を売りたい方貸したい方に空き家物件を登録していただき、その情報を松島町の移住
希望者などに情報を提供する制度です。空き家を所有していて「売りたい」「貸したい」とお考えの方は下記問合せ先
までご相談ください。

　町では空き家物件の
情報提供や連絡調整を
行いますが、空き家物
件の斡旋、交渉、契約
等は行っておりません。

①空き家の相談

②物件確認
町HPで掲載し、
物件情報を提供

契約・交渉
［所有者と利用希望者の当事者間で交渉を行います。］

③物件登録

空き家所有者 利用希望者松島町役場

利用していない空き家を
お持ちの方へご案内
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納期限にご注意

診療場所

午後6時30分～午後9時30分

● 問合先　松島病院　　　　　　　　　　　　　松島町高城字浜1-26　　　　 ☎354-5811
    　　　　塩釜地区休日急患診療センタ－　　　塩釜市錦町7-10　　　 　　　☎366-0630

松島病院

塩釜地区
休日急患
診療センター

日曜・休日（国民の祝日）

日曜・休日（国民の祝日）

土曜日（休日に当たる日を除く）

内科・小児科

内　科
午前8時45分～午前11時30分
午後１時～午後4時30分

 小児科
（１５歳まで）

昼夜間
診療科目受付時間診　　療　　日

休日・急患診療（内科・小児科）のご案内

歯科休日診療３月の納期限

町税などは便利で納め忘れのない口座振替を
推奨しております。また、納付が困難な場合
はお早めにご相談ください。
● 納期限　３月２５日㊊
・国民健康保険税　　　　　　１２期
・後期高齢者医療保険料　　　　９期
● 納期限　４月１日㊊
・水道料金　　　　　　　　　３月分
● 問合先
・ 町税について
　 財務課税務班　　　　 ☎３５４-５７０３
・ 後期高齢者医療保険料について
　 町民福祉課町民サービス班　☎３５４-５７０５
・ 水道料金について
　 水道お客様センター　 ☎２９０-０００５

松島町職工組合青年部のボランティア活動

　松島町職工組合青年部（部長：大友一彦氏）のボランティア
活動として１２月２３日に小石浜児童公園の遊具（シーソー･
鉄棒）の塗装をしていただきました。松島町職工組合青年部の
皆さんは、専門職の技術を活かした地域貢献活動を毎年実施し
ています。会員の皆様ご協力ありがとうございました。

まちの話題プラス 本の宝箱
勤労青少年ホーム（図書室）
☎３５４‐４０３６

《一般書の新着本》

《児童書の新着本》

《図書室からのお知らせ》

町の人口

男　性
女　性
人口計
世帯数

町の人口　　（）は前月比
２月１日現在　住民基本台帳

「 ハンチバック 」　           　　　　　　     　市川　沙央 著
「 極楽征夷大将軍 」　　　　　　　                垣根　涼介 著  
「 図書館のお夜食 」　　                             　原田　ひ香 著
「 可燃物 」　　　　                                 　 米澤　穂信 著
「 発酵×薬膳 」　　　　                             　大竹　宗久 著

「 あてっこどうぶつずかん　だれ 」  　　　　  あべ　弘士 作
「 いこう！たんけん！ぼうけんのたび 」 　　　　鎌田　歩 作
「 鈴の音が聞こえる【３】はじめての恋 」　　辻　みゆき 著
「 かいけつゾロリ　いきなり王さまになる？ 」 原　ゆたか 著
※ここで紹介している本は、新しく受け入れたものの一部です。

《今月のおすすめ本》

「 私たちの世代は」

　　　　　　　瀬尾　まいこ　著

 「明日が怖いものではなく楽しみになったのは、あの日からだよ」
今でもふと思う。あの数年はなんだったのだろうかと。
不自由で息苦しかった毎日。家で過ごすことが最善だとされて
いたあの期間。多くの人から当たり前にあるはずのものを奪っ
ていったであろう時代。それでも、あの日々が連れてきてくれ
たもの、与えてくれたものが確かにあった。いまを生きる私た
ちの道標となる物語の誕生！

≪話題の本≫

● 開 館 時 間　平　　　　日　午前１０時～午後６時
　　　 　　　　土・日・祝日　午前１０時～午後４時
　 災害・悪天候により、臨時休館や繰り上げ閉館となる場合が
　 あります。
● 休　館　日　月曜日・月曜日が祝日の場合は翌日
  　　　　　　（今月は４日・１１日・１８日・２５日）
★【次回予告】春のブックラリーを開催します！
　 ４月２０日㊏～５月２６日㊐まで　
　 スタンプ１０個で賞状を贈呈します。ぜひ、大人の方のご参
　 加もお待ちしております。お楽しみに♪
● 問　合　先　勤労青少年ホーム　☎３５４‐４０３６

宮城郡七ヶ浜町湊浜字入生田90-4
宮城郡利府町新中道3-1-1 ｲｵﾝﾓｰﾙ新利府南館2F
塩釜市本町8-2
多賀城市町前3-1-17
宮城郡利府町菅谷台3-7-1
塩釜市宮町1-9
塩釜市佐浦町13-22
多賀城市大代5-2-1

☎357-1727 
☎767-5650 
☎366-2385 
☎366-6400 
☎767-6480 
☎362-0633 
☎366-4712
☎364-6478

うじいえ歯科医院
利府こども歯科大人歯科
皆川歯科医院
はぎわら歯科医院
すがや台歯科医院
目黒歯科医院
熊谷歯科口腔外科クリニック
杉山歯科医院

㊐
㊐
㊐
㊌・㊗
㊐
㊐
㊐
㊐

3月  3日
3月10日
3月17日
3月20日
3月24日
3月31日
4月  7日
4月14日

６，３１９ 人  
６，７３０ 人  

１３，０４９ 人  
５，６９９世帯  

（ ー１４ 人  ）
（ ー２２ 人  ）
（ ー３６ 人  ）
（ ー１２ 世帯）

大笑い！こども落語体験・落語会
　１月１４日に文化観光交流観で、公益社団法人落語芸術協会
主催による「こども落語体験・落語会」が開催されました。２２
名の親子が小話や鳴り物に合わせて
太鼓打ち体験を楽しんでいました。
その後は４人の落語家による落語、
音曲を８２名の参加者が観覧し、会
場は笑いに包まれていました。

▶写真左松島町民親善チャリティゴルフ
　代表　千葉健一さん

＜寄附・寄贈＞
　松島町民親善チャリティゴルフより町で
行う事業等、広い用途で活用してほしいと、
寄付金２８,４１０円が贈呈されました。

　１１月２６日品井沼農村改善センターにおいてミニ文化祭が
開催されました。松島中学校吹奏楽部の演奏で幕を開け、伝統
芸能の披露や地元の人達が様々な出店を行うマルシェで盛り上
がりました。体験教室や昔遊びコーナーも地域の交流の場と
なっていたようです。駐車場で
は数多くのキッチンカーで賑わ
い、婦人防火クラブの炊き出し
訓練として提供された芋煮も大
変喜ばれていました。

第１０回品井沼ミニ文化祭
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ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
奮
闘
中
！

　

松
島
町
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
サ
ー
ク
ル
「
紙
ひ

こ
う
き
」
の
1
年
間
の
集
大
成
で
あ
り
、
新
し
い
年

度
に
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
メ
ン
バ
ー
を
募
る
う

え
で
重
要
な
行
事
で
あ
る
「
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

初
級
研
修
会
」
が
３
月
16
日
・
17
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
研
修
会
は
こ
れ
か
ら
「
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
動
し
た
い
！
」
と
考
え
て
い
る
新
中
１
生

や
中
学
生
を
対
象
と
し
て
お
り
、
現
役
の
会
員
た
ち

は
毎
年
「
講
師
」
と
し
て
、
ゲ
ー
ム
や
ダ
ン
ス
を
受

講
者
に
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
ほ
か
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー

ダ
ー
の
活
動
の
楽
し
さ
や
、
心
構
え
な
ど
を
交
流
し

な
が
ら
伝
え
て
い
き
ま
す
。

 

「
紙
ひ
こ
う
き
」
の
活
動
を
行
う
上
で
欠
か
せ
な
い

の
が
サ
ー
ク
ル
の
卒
業
生
で
あ
る
O
B
・
O
G
の
存

在
で
す
。
現
在
４
名
の
O
B
・
O
G
の
皆
さ
ん
が
忙

し
い
仕
事
や
大
学
で
の
勉
強
の
合
間
を
縫
っ
て
定
例

会
・
研
修
会
な
ど
に
参
加
し
て
く
れ
、
子
供
と
の
接

し
方
や
こ
れ
ま
で
培
っ
た
ス
キ
ル
等
を
伝
授
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
初
級
研
修
会
も
こ
う
し
た
O

B
・
O
G
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
受
講
者
そ
し
て
現

役
会
員
み
ん
な
に
と
っ
て
実
り
多
い
活
動
に
な
る
よ

う
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
の
活
動
や
派
遣
に

　

関
す
る
問
合
先

　

教
育
課
生
涯
学
習
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
４

←ジュニア・リーダー「紙ひこうき」
　紹介ページ（町HPにリンクします）

▲OBによる研修会のようす

文
化
財
で
見
る
松
島
の
歴
史

ま
つ
し
ま
放
課
後
子
供
教
室
を

実
施
し
ま
し
た
！

文
化
財
の
調
査
・
研
究
16　

縄
文
土
器
情
報
の
活
用 

▲Matashapeで作成した縄文土器の３D画像

▲縄文土器の実測図

　

縄
文
土
器
は
そ
の
立
体
的
な
文
様
が
魅
力
で
、
様
々
な
要
素
の
組
み
合
わ
せ
で
製
作
年
代
や
製
作
集
団

の
交
流
な
ど
を
解
明
す
る
手
掛
か
り
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

従
来
は
サ
イ
ズ
を
計
測
し
な
が
ら
図
化
し
て
い
く
「
実
測
図
」
と
墨
で
文
様
を
写
し
取
る
「
拓
本
」
と

い
う
技
術
で
記
録
を
遺
し
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
機
器
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
進
化
で
簡
易
に
３
D
画
像
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
の
情
報
公
開
も
進
み
、
様
々
な
活
用
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

下
の
写
真
は
A
g
i
s
o
f
t 

社
の
M
e
t
a
s
h
a
p
e
を
使
っ
た
３
D
画
像
で
す
。
図
中
の
四
角

が
カ
メ
ラ
の
撮
影
位
置
。
視
点
の
違
う
複
数
枚
の

画
像
か
ら
被
写
体
の
三
次
元
形
状
を
記
録
し
、
モ

デ
ル
化
で
き
ま
す
。

　

今
回
実
測
図
と
３
D
画
像
を
示
し
た
こ
の
資
料

は
令
和
６
年
１
月
24
日
か
ら
観
瀾
亭
松
島
博
物
館

で
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
３
D
画
像
と
実
物
を

見
比
べ
る
と
い
う
こ
と
を
体
験
し
て
い
た
だ
け
る

と
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

  

（
町
史
編
さ
ん
室
長
：
森
田
）

　

子
ど
も
の
安
心
・
安
全
な
居
場
所
づ
く
り
を
目
的

と
し
た
事
業
「
ま
つ
し
ま
放
課
後
子
供
教
室
」
を
、

今
年
度
も
各
小
学
校
で
計
24
回
開
催
し
、
宿
題
の
補

助
な
ど
の
学
習
支
援
や
体
験
遊
び
を
行
い
ま
し
た
。

　

特
に
今
年
度
は
地
域
人
材
を
講
師
と
し
て
招
き
、

子
供
た
ち
が
地
域
と
関
わ
り
、
体
験
を
通
じ
て
地
域

へ
の
愛
着
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
「
和
太
鼓
体
験
」
や

「
お
は
な
し
あ
っ
ぷ
る
」
に
よ
る
低
学
年
向
け
の
読
み

聞
か
せ
、
A
L
T
に
よ
る
英
語
の
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
ド
ッ
チ
ビ
ー
」

な
ど
、
子
供
た
ち
の
要
望
に
こ
た
え
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
行
い
ま
し
た
。

 

「
放
課
後
子
供
教
室
」
は
来
年
度
も
６
月
頃
か
ら
実

施
予
定
で
す
。
登
録
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
学

校
を
通
じ
て
配
布
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

「
ま
つ
し
ま
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
で
は
、
放
課
後

に
宿
題
の
補
助
な
ど
学
習
支
援
や
体
験
遊
び
を
行
う

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
好
き
な
方
、
事
業
に
ご
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

　

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
活
動
場
所　

松
島
町
内
各
小
学
校

●
活
動
時
間　

開
設
日
（
原
則
月
曜
日
）
の
午
後
２

　
　
　
　
　
　

時
頃
か
ら
午
後
５
時
ま
で

●
問
合
先　

教
育
課
生
涯
学
習
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
４
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２
月
敬
老
祝
金
贈
呈
者
（
敬
称
略
）

※
祝
金
贈
呈
対
象
者
は
、
米

　

寿
は
町
内
在
住
５
年
以
上
、

　

白
寿
は
町
内
在
住
10
年
以

　

上
の
方
で
、
誕
生
月
の
初

　

日
に
松
島
町
住
民
と
し
て

　

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

　

れ
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。

白
寿
お
め
で
と
う

◆
若
松　

春
子　

（
松
島
）

米
寿
お
め
で
と
う

◆
櫻
井　

光
子　
　

（
手
樽
）

◆
大
山　

陸
郎　
　

（
松
島
）

◆
櫻
井　

ミ
ヤ
子　

（
手
樽
）

◆
大
友　

喜
悦
郎　

（
高
城
）

◆
石
垣　

み
な
子　

（
本
郷
）

◆
千
葉　

ふ
み
子　

（
高
城
）

◆
桂
嶋　

正
夫　
　

（
高
城
）

◆
角
田　

美
勝　
　

（
本
郷
）

◆
佐
藤　

槇
子　
　

（
北
小
泉
）

◆
菅
原　

良
子　
　

（
手
樽
）

◆
小
關　

衛　
　
　

（
磯
崎
）

◆
八
木　

よ
し
江　

（
高
城
）

◆
柏
倉　

園
子　
　

（
松
島
）

◆
宮
田　

哲
夫　
　

（
松
島
）

◆
白
井　

卓
二　
　

（
本
郷
）

◆
土
佐　

久
義　
　

（
磯
崎
）

　食生活改善推進員会は設立６０周年を迎え、レシピ集を作成しました。保健福祉セ
ンターどんぐりで配布しているほか、地域の食生活改善推進員会から受け取ることも
できます。これまで調理実習で行ってきたレシピや健康に関する情報を掲載しており
ますので、ぜひご家庭でご活用ください！

～設立６０周年記念レシピ集を配布しています！～

＜ 菜の花とタコの炊き込みごはん ＞

櫻井ゆき子さん（松島地区）のおすすめレシピ
菜の花は鉄分やビタミンＣが多い食材で、独特のほろ苦さと香りで一足早く春の訪れを
告げる野菜です。今回は旬の菜の花とタコを使った春らしい炊き込みごはんを紹介します。

（作り方）
① 菜の花を塩ゆで（分量外）し、きれいな緑色に変わったら水にさらす。水気をよく切り、茎
　 の端を切り落とし、残りを４cm幅に切る。
② 鍋にＡを入れてひと煮立ちさせ、ボウルに入れて冷ます。冷えたら切った菜の花を入れて和える。
③ しょうがは皮をむいてみじん切りにする。小ねぎは小口切りにする。
④ タコは２cmの長さに薄切りにする。
⑤ 炊飯器に米とＢを入れた後、水を２合の目盛りまで入れて混ぜ合わせる。しょうが、小ねぎ、
　 タコを加えて炊く。
⑥ 炊き上がったら器に盛りつけ、和えた菜の花を混ぜて出来上がり。

（一人あたり）
エネルギー：　２５９kcal
塩分相当量：　　　０.９g

ワンポイントアドバイス
♦ 菜の花は色が変わりやすいので、調味料Ａをよく冷ましてから和えましょう。
♦ タコを小さく切ると、硬くならずに食べやすくなります。

【材料（４人分）】
米・・・・・・・・・・２合
菜の花・・・・２束（５０g）
しょうが・・・・・・１かけ
タコ（ゆで）・・・ １５０g
小ねぎ・・・・・・・・適宜
　酒・・・・ 大さじ１と1/2
　みりん・・・・・ 大さじ１
　しょうゆ・ 大さじ１と1/2
　だし汁・・・・・大さじ３
　酒・・・・ 大さじ１と1/2
　みりん・・・・ 大さじ1/2
　しょうゆ・・・・大さじ１
　だし汁・・・・・大さじ３

A

B

　１月１７日文化観光交流館で腸活セミナーが開催されました。町栄養士
による腸活についての講話やストレッチ、「塩麹のタンドリーチキン風」や
「れんこんのすりおろしスープ」など発酵食品を使った料理４品を作り、
試食しました。参加者からは、「栄養士さんの話や腸のストレッチ、料理は
最初難しそうでしたが、実際作ってみると、とても楽しかった。」「腸活
に関心があったので、参加して良かった。」などの感想がありました。

▲腸活について熱心に話を聞く参加者のみなさん

中央公民館主催 腸活セミナーが行われました



松島の子育て 検索

開　館　時　間　　
月～土曜日　午前９時開館
冬季１１月～３月 （午後４時３０分まで)

休　　館　　日　　
日曜・祝日・年末年始
※新型コロナウイルス感染予防の為、開館時間を短縮
しています。詳しくは児童館までお問合せください。

松島町
☎ 354-6888　FAX 355-1022

児童館
じ　　　どう　　  かん

松島町こども
支援班
Facebook

https://www.facebook.com/
MatsuKodomo/

松島町
子育て
支援サイト

https://matsushima-kosodate.com/
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松島町

児童館
だより

３月号

教室名／イベント名 対　　　象 日　　程 時　　間 内　　　容

■親子教室・イベント等の日程 ✿マークは未就学児対象のイベントです。　★マークは小学生以上対象のイベントです。

✿なかよし教室 【登録制】
午前１０時３０分
～午前１１時３０分

保育士の先生やお友達と一緒にクラス活動を経験します。２～
３歳児の教室です。３月１９日㊋

【登録制】✿読み聞かせの会 読み聞かせボランティア「おはなしころころ」さんによる絵本
や紙芝居、パネルシアターなど児童文化を楽しみます。

午前１０時３０分
　　　～午前１１時３月１１日㊊

乳児(０歳)親子
参加自由

✿赤ちゃんほっとサロン
初めての育児や、赤ちゃんとの生活で戸惑うこともあるかと思
います。助産師・保健師と一緒に、赤ちゃんのこと、母乳のこ
となどお話ししてみませんか？ 赤ちゃんを囲みながらほっとひ
と息つける時間を過ごしましょう。

午前１０時
～午前１１時３０分

３月１２日㊋

✿リズムあそびの会 【登録制】
ピアノの先生と一緒にリトミックを楽しみます。
日々の育児のヒントにもなりますよ♪

午前１０時３０分
　　　　　～１１時３月　６日㊌

✿★リサイクル広場 参加自由

児童館に集まった洋服などを安価で販売し、収益は児童館のお
もちゃや絵本購入にあて、子ども達がより楽しく児童館で遊べ
るようにしていきたいと考えています。ご協力お願いします。午前９時

　　　～午後１５時
３月　６日㊌
　　　７日㊍

０歳児親子さんは、親子で沢山触れ合いながら体を動かしました。1歳以上コースはママと一緒に「木」や「犬」、
「お子様ランチ」等のポーズにも挑戦！尾形先生も驚くほどポーズも格好良くきまりました。

１月１８日（木）親子ヨガ教室

おもちゃ病院

壊れたり動かなくなったりした大切なおもちゃをドクターがお
預かりして、可能な限り原則無料で治療します。症状によって
は一旦お預かりして後日受け渡しになる場合もあります。また、
事前に児童館でお預かりすることも可能です。

午前１０時～正午３月１６日㊏
治療が必要な
おもちゃを
ご持参ください

✿どんぐり保健室 ０歳～１８歳までの
本人と保護者

午前１０時
～午前１１時３０分

松島町の保健師、栄養士とお子さまの成長や予防接種、ことば、
離乳食についてお話ししませんか？気軽に遊びに来て下さい♪３月１８日㊊

教　　室　　名 対　象【定  員】 回　　数 内　　　　　　　　　　容

■令和６年度　未就学児親子対象年間各種教室募集開始!! ３月４日(月)午前９時から受け付け開始します！

※開催日時は、平日の午前中を予定しています。１年間の日程は後日お伝えします。

令和２年４月２日～
令和４年４月１日生
【定員：１５組】

✿なかよし教室
(２、３歳児対象)

保育士の先生やお友達と一緒に喜びを共有し、ルールを守ることや集団で遊ぶ楽しさに
触れられるよう１年間の保育を計画しています。月１回

✿読み聞かせの会 おおむね２歳～ 絵本や紙芝居、パネルシアターなどの児童文化を親子で楽しみます。月１回

✿リズムあそびの会 おおむね２歳～
親子で季節の歌に親しんだり、リズムに合わせて体操をしたり、楽器に触れたりしなが
ら音楽を楽しみます隔月1回

✿★松島町婦人会バザー どなたでも
参加できます ３月　６日㊌ 午前９時～正午

小
幡　

鈴
く
ん　
　
　
　

次
男（
磯
崎
）　　
　
　

令
和
５
年
３
月
２
日
生
ま
れ　
　

お
兄
＆
探
検
大
好
き
♥
母
の
癒
し
で
す
。

   

お
ば
た　
　
　
　

す
ず

「すくすく１歳おめでとう」の掲載案内は
誕生月の前々月末～前月上旬頃にお送
りしています。
ぜひご応募ください。

令和５年３月生まれ
町内在住で、各月１歳のお誕生日を迎える赤ちゃんを紹介します。

おめでとう
す
く く
す 1歳

●問合先　企画調整課
　☎３５４‐５７０２

庄
司　

大
晴
く
ん　
　

長
男（
磯
崎
）　　
　
　

令
和
５
年
３
月
16
日
生
ま
れ　
　

我
が
家
の
ヒ
ー
ロ
ー
。

か
わ
い
い
た
い
ち
ゃ
ん
♡

し
ょ
う
じ　

          

た
い
せ
い

櫻
井　

燈
凪
く
ん　
　

長
男（
磯
崎
）　　
　
　

令
和
５
年
３
月
22
日
生
ま
れ　
　

我
が
家
の
宝
物
！

笑
顔
と
幸
せ
を
あ
り
が
と
う
♡

さ
く
ら
い　
　

         

ひ
な
ぎ

■その他のご案内

●健康長寿課健康づくり班(保健福祉センターどんぐり)　☎３５５-０７０３

内　　　　　容 日　付 受付時間 場　　所 対　　　　　　　象

■乳幼児健診のご案内

午後０時４５分
　　　　～午後１時

午後０時４５分
　　　　～午後１時

３～４か月児健診 ３月　８日㊎ 令和５年１０月２０日～令和５年１２月８日生

午前１０時
～午前１０時１５分

モグモグ教室
（7～8か月児離乳食教室） ３月　７日㊍ 令和５年７月～８月生

保健福祉センター
どんぐり

１歳６か月児健診 ３月　５日㊋ 令和４年７月～８月生

内　　　　　容 日　付 時 　 間 場　　所 備　　　　　　　考

左記の日程以外での交付も可能なのでご連絡ください。
※マイナンバーが確認できる書類と、運転免許証などの身元
　確認書類をお持ちください。

母子健康手帳の交付 午前９時３０分
　　  ～午前１１時

３月　４日㊊
２５日㊊

   
健康や栄養、歯科口腔に関することなど保健師、管理栄養士、
歯科衛生士が幅広く相談に応じます。※来所による相談は予
約制となります。

健康相談(電話・来所)
～赤ちゃんから成人の方どなたでも～

保健福祉センター
どんぐり

午前８時３０分
　　　  ～午後５時

平　  日

18広報まつしま

ペアレント・トレーニング講座

注目のパワー!!

こんなお母さん・お父さんにオススメします！

たのしい子育てのための

　保護者が子どもへの対応を少し変えてみる。すると、子どもの行動や
親子の関係がプラスに変わっていく。そのスキルを仲間と一緒に楽しく
学ぶのが、ペアレント・トレーニング (通称：ペアトレ )です。

ついつい
怒ってしまう…

そして、
あとで落ち込む…

ペ
ア
ト
レ
を
受
け
て
み
よ
う
！

子どもの行動への
理解が深まる！

子どもの自信や
達成感が高まる！

時　　期

時　　間
場　　所

対　　象

参 加 費

申 込 み

令和６年度春スタート！
２週間おきに全６回コースの予定
日程は広報まつしま４月号に掲載します。

午前１０時～１２時

松島町児童館

幼児～小学生のお子さんのいる保護者
(託児なし)

無料

松島町町民福祉課こども支援班まで
お問い合せ下さい。
☎０２２-３５４-５７９８

２５％
ルール？

令和５年度の受講風景！

CCQって
何？

子どもたちに
肯定的な注目を



瑞
巌
寺
杉
道
市
⑩

納
期
限
⑮

i

第
３
回
カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢

大
会
⑪

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

事
務
窓
口
夜
７
時
ま
で

（
予
約
制
）

松
島
町
婦
人
会
バ
ザ
ー
⑲

1
歳
6
か
月
児
健
診
⑱

な
か
よ
し
教
室
⑲

ＨＩ
Ｖ・
クラ

ミジ
ア抗

体検
査、

肝炎
検査
、

梅毒
抗体
検査
、骨
髄バ
ンク
登録
受付

⑭
生
活
保
護
相
談
（
予
約
制
）⑭

i

生
活
保
護
相
談
（
予
約
制
）⑭

i

東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
追
悼

の
た
め
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
⑨

i

リ
ズ
ム
あ
そ
び
の
会
⑲

ひき
こも

り・
思春

期こ
ころ

の相
談⑭

ひき
こも

り・
思春

期こ
ころ

の相
談⑭

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
⑱

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
⑱

リ
サ
イ
ク
ル
広
場
⑲

リ
サ
イ
ク
ル
広
場
⑲

３
～
４
か
月
児
健
診
⑱

こ
こ
ろ
の
相
談
⑭

読
み
聞
か
せ
の
会
⑲

お
も
ち
ゃ
病
院
⑲

赤
ち
ゃ
ん
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
⑲

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
相
談
⑭

ど
ん
ぐ
り
保
健
室
⑲

モ
グ
モ
グ
教
室
⑱

法
律
相
談
（
予
約
制
）⑭

i

春
分
の
日

人
権
な
ん
で
も
相
談
、

行
政
相
談
、
消
費
生
活
相
談
⑭

i

26 4 11 18 25 1

27 5 12 19 26 2

28 6 13 20 27 3

29 7 14 21 28 4

1 8 15 22 29 5

2 9 16 23 30 6

日
月

火
水

木
金

土

発
行
と
編
集
　
宮
城
県
松
島
町
企
画
調
整
課

〒
９
８
１
-０
２
１
５
　
宮
城
県
宮
城
郡
松
島
町
高
城
字
帰
命
院
下
一
１
９
番
地
の
１

　
　
 　
　
　
　
　
☎
 ０
２
２
-３
５
４
-５
７
０
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
 ０
２
２
-３
５
４
-３
１
４
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
 h
tt
ps
:/
/w
w
w
.t
ow
n.
m
iy
ag
i-
m
at
su
sh
im
a.
lg
.jp
/

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
 in
fo
@
to
w
n.
m
at
su
sh
im
a.
m
iy
ag
i.j
p

　
 子
育
て
　
　
　
 健
康
　
　
　
 福
祉
・
介
護
　
　
　
 観
光
　
　
　
　
 ス
ポ
ー
ツ
　
　
　
 文
化
・
学
び

　
 イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
　
 〇
 囲
み
の
数
字
は
本
誌
の
該
当
ペ
ー
ジ
で
す
。

i

松
島
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
は
こ
ち
ら
か
ら

　
松
島
町
で
は
H
P
、
In
st
ag
ra
m
、
Fa
ce
bo
ok
で
最
新
の
情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
防
災
・
防
犯
情
報
を
Ｘ（
旧
Tw
itt
er
）、「
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
」
等
で
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

※
防
災
・
防
犯
情
報
は
電
話
で
も
確
認
で
き
ま
す
。（
☎
０
５
０
‐
５
５
２
６
‐
７
１
９
７
）

H
P
用

In
st
ag
ra
m
用

Fa
ce
bo
ok
用

Ｘ（
旧
Tw
itt
er
）用

安
全
・
安
心
メ
ー
ル
用

25 3 10 17 24 31

LI
N
E
用

2
0
2
43

3
月
号
　
N
o．
5
9
1
　
令
和
6
年
3
月
１
日
発
行
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